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研究要旨：IBD の薬物療法の進歩、長期経過例の増加により IBD 関連癌症例の増加が見込まれるが、

IBD 関連癌の診断と治療に関する情報は一般臨床医に十分浸透しているとは言い難い状況を鑑みて、

「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班の協力のもと、大腸癌研究会編のガイドラインを作成

することとなった。
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A. 研究目的

IBD に関連する悪性疾患（主に消化管癌）の

診断と治療に関して、明らかになっている事

項と、解決すべき事項を示すことによって、

IBD を専門としない臨床医は IBD 関連癌の

診療に関する現状を知り、専門医との連携を

スムーズにし、IBD を専門とする臨床医は現

時点で明らかになっている標準的診療と課題

を知ることで、IBD 関連癌患者の治療成績を

向上させること。

B. 研究方法

Minds 診療ガイドライン作成マニュアルに

準拠して、下記の工程に従って作業を行

う。

1. ガイドライン作成委員会の構成
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2. CQ のクエスチョン作成

3. 文献検索＋システマティックレビュー

4. CQ のアンサー、推奨度、エビデンス

レベル、解説文作成

5. 各論作成

6. 総論作成

7. パブリックコメント

8. 外部評価

9. 刊行

（倫理面への配慮）

研究者の COI を明らかにし、各研究者は

COI を有するステートメントの作成には参加

しない。

C. 研究結果

令和 3 年度の時点で前項の工程 4 がほぼ終了

した。

D. 考察

次年度中に刊行できるよう作業を進める予定

である。

E. 結論

ガイドライン作成に向けて、概ね順調に作業

が進んでいる。

F. 健康危険情報

該当なし。

G. 研究発表

１.論文発表

該当なし。

２.学会発表

該当なし。

H. 知的財産権の出願・登録状況

（予定を含む）

１．特許取得

該当なし。

２．実用新案登録

該当なし。

３．その他

該当なし。
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